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冬期無加温ハウス栽培に関する研究
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:ま え が き

山形県の野菜ハウス栽培延面積は, 約 300h3に達してお

り,作目はイテゴ,キユウリなど春秋の二期作が中心であ

り,冬期間はホウレンソウなどがわずかに栽培されている

にすぎず,そ のほとんどのハウスが遊休状態にある。一方,

この時期には,生鮮野菜は暖地からの移入によってまかな

われており,地場産野菜の供給が切望されている。
これらのことから,遊休ハウスをうまく利用し,しかも,

省エネルギーによる野菜の栽培法を確立することは重要な

課題である。しかしながら,積雪,寒冷,少照条件下にあ

る山形県では,高温性の野菜の栽培は不適当であるので,

これらの条件に適合する作日としてレタスをとり上げ,冬

期無加温ハウス栽培における作型設定試験を行った結果,

一応の成果を得たので,こ こに報告する。

2試 験 方 法

1 は種期
品種 "グ レィトレイクス366 Mr"を 用い 9月 5日から10

月 5日 まで10日おきに 4回 にわたり箱まきし,2葉時にペ

ー尽―ポットに仮植し, 5葉時に定植。栽植様式はうね幅

180",株間30‐ 3条植え。保温は定植時にポリマルチ,

H月 6日にポリカーテン,1月 16日 にポ リトンネルの被覆

によった。施肥は無肥料とした。

表 : は種期と定植,結球始期および収穫日との関係

2 栽植距離
表 3に示す 4区 を設け.は種は9月 25日 ,定植は11月 1

日。保温操作は12月 1日 に開始し,その他は1に準した。

3 保温方法
表 4に示す6区 を設け, 2に準して行った。

4 温度保持
水封チュープの水量を0,25,50ι の3区 を設け,チ ュー

プは折径30“ 厚さO lll“のビニールを使用し, 12月 1日

から収穫時期まで設置し,裁植様式は 2条植え。その他は
2に準した。

3 結果および考察

1 は種期
は種から結球始期までの所要日数は,は種期が遅い区ほ

ど長くかかった。これは,結球始期までの生育期間が厳寒

期にあたり,生育が停滞したためと思われる。しかし,結

球始期から収穫までの日数は短 くなった。これは,年が明

け,天候の回復とともに生育が促進されたためとみられた

(表 1)。

は種期と障害発生との関係は,9月 5日 は種で646%と 最

も多く,そのほとんどが灰色かび病,菌核病によるもので

あった。これは,結球の進んだ状態で低温期を経過したた

め病害が多発したものと考えられる。その他のは種期では

85%以上の収穫率であった (表 2)。
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2 栽植距離
栽植距離と障害発生との関係をみると, うね幅.条数に

関係なく,株間の狭い30昴区で病害の発生が多い傾向が認

められ,結球不完全株は 2条区で多く, また,株間の広い

表3 栽植様式と障害発生

“
“
区で多く発生 した(表 3)。 これは,生育の競合がな
く,天候の回復とともに開張性となったためと思われる。

3当 たり収量は,う ね幅 180a"株間30昴 , 3条植えが最

も多収となった。

0"

3 保温方法
保温効果を夜間の最低気温で比較 してみると,ボ リカー

テン使用では,無被覆に比べ約 2℃ , ポリトンネル併用に

よう2C, さらに被覆資材使用によりlC高 く保つことが
できた (図 1)。

保温方法と障害発生との関係をみると,カ ーテン区でや

や病害の発生が多かったのに対し,無被覆では結球不完全

株,および凍害が激発 した。障害株合計では ポリカーテ
ン+ポ リトンネルの被覆が最 も少なかった (表 4)。 以上の

結果とあわせて,作業性を考慮すると,保温方法としては,

ポリカーテン+ポ ツトンネルが適切であると判断した。

4 温度保持
水温降下と保温効果との間には正の相関関係が成立し,

降下が大きいほど,保温効果が高かった (図 2)。

50ιで 2～ 7Cの水温降下で約 1～ 2C,25ι で 3～ 9

Cの降下で04～lCの保温効果が認められた。また,収穫

表 4 保温方法と障害発生
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日は,50ι で無処理に比べて1週間はど早まり,玉 ぞろい  判断した。
も良好となったが,設置面積を多く要し,実用的でないと
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05α (r―o775'摯 拿,
025′ (r―o525■ ●*) 冬期無加温ハウスでの レタス栽培は, 9月 5日 は種で病

害が多発し,作型として成立 しないと思われるが,9月 15

日～ 10月 5日 は種では,85%以上の収穫を得ることができ,

作型として成立する。この場合,裁植様式はうね幅 180"

株間30",3条植えが障害の発生 も比較的少なく,3当た

りの収量が最 も多く適当である。保温方法は,ポ リカーテ

ンとポリトンネル被覆が不可欠である。水封チュープは,

保温効果が認められるが,設置面積を多く要し,実用性は

ない。
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図2 水温降下と保温効果
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